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漢字の変遷図

漢
字
は
約
三
千
年
前
に
、
中
国
で
生
ま
れ
、
今
日
ま
で
書
体
の
変
遷
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
私
た
ち
が
日
常
的
に
使
う
漢
字
は
、
ど
の
よ

う
に
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
漢
字
の
書
体
（
文
字
の
ス
タ
イ
ル
）
の
変
遷

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

秦の文字統一

漢
字
の
書
体
に
つ
い
て

漢
字
に
は
、
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
五
書
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

様
々
な
書
風
の
名
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
篆
書
】
漢
字
の
五
書
体
の
中
で
最
も
古
い
書
体
。（
隷
書
に
移
行
す
る
前
の
書
体
の
総
称
）

﹇
甲
骨
文
﹈
文
字
と
し
て
の
体
系
を
持
つ
最
古
の
漢
字
。
亀
の
甲
や
牛
の
骨
な
ど
に
刻

さ
れ
た
占
い
の
記
録
。

﹇
金
文
﹈
殷
周
時
代
の
青
銅
器
に
施
さ
れ
た
文
字
。（
鐘
鼎
（
し
ょ
う
て
い
）
文
と
も
い
う
）

﹇
小
篆
﹈
秦
の
始
皇
帝
が
制
定
し
た
と
さ
れ
る
篆
書
の
標
準
的
な
字
体
。（
秦
篆
と
も
い
う
）

（
＊
篆
書
は
、
こ
れ
以
外
に
﹇
大
篆
﹈
と
呼
ば
れ
る
書
体
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
戦
国
時
代
以
前

の
書
体
の
総
称
で
、
甲
骨
文
字
以
外
の
周
の
金
文
や
石
鼓
文
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。）

【
隷
書
】
篆
書
の
点
画
が
直
線
化
さ
れ
、
簡
略
化
さ
れ
て
生
ま
れ
た
書
体
。

【
草
書
】
隷
書
が
速
書
き
さ
れ
、
簡
略
化
さ
れ
て
生
ま
れ
た
書
体
。

【
行
書
】
隷
書
が
速
書
き
さ
れ
、
簡
略
化
さ
れ
て
生
ま
れ
た
書
体
で
、
王
羲
之
に
よ
っ
て

芸
術
の
域
に
高
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

【
楷
書
】
隷
書
か
ら
生
ま
れ
た
書
体
で
、
漢
字
の
五
書
体
の
中
で
最
も
最
後
に
完
成
し
た
。

（
＊
よ
く
、
楷
書
の
速
書
き
が
行
書
、
行
書
の
速
書
き
が
草
書
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
は

楷
書
が
最
後
に
完
成
し
た
書
体
で
す
。）

中
国
を
初
め
て
統
一
し
た
秦
の
始
皇
帝
（B.C.259-B.C.210

）（
姓
は　

 （
え
い
）

名
は
政
）
秦
の
荘
襄
王
の
子
で
、
十
三
歳
で
王
位
に
就
き
、
二
二
歳
の
時
「
冠
礼

（
成
人
の
儀
式
）」
を
行
い
、
自
ら
政
務
を
執
り
ま
し
た
。
当
時
の
古
代
中
国
は
、

群
雄
割
拠
、
戦
乱
の
世
で
、
七
つ
の
強
国
（
斉
・
楚
・
燕
・
韓
・
趙
・
魏
・
秦
）

が
ひ
し
め
き
、
互
い
に
熾
烈
な
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

諸
国
を
次
々
と
滅
ぼ
し
、
紀
元
前
二
二
一
年
、
つ
い
に
天
下
を
統
一
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
全
国
を
統
治
す
る
の
に
便
利
な
よ
う
、
文
字
（
小
篆
）
の
統
一
も
行
い

ま
し
た
。
上
図
は
、
戦
国
七
雄
各
国
の
「
馬
」
の
字
形
と
、
統
一
文
字
と
し
て

採
用
さ
れ
た
秦
の
「
馬
」
の
字
形
で
す
。（
現
在
で
は
、
新
た
な
竹
簡
等
の
発
見
に
よ

り
、
秦
の
統
一
文
字
を
小
篆
に
限
定
す
る
こ
と
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。）

中
国
山
東
省
・
岱
廟

泰
山
刻
石
（
現
在
は
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
）

「
臣
」
拡
大
部
分

始
皇
帝
は
統
一
後
に
全
国
を

五
回
に
わ
た
っ
て
巡
行
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、
七
箇
所
に

自
ら
の
顕
彰
碑
を
立
て
た
と

言
わ
れ
ま
す
。

現
存
す
る
の
は
、
瑯
邪
台
（

ろ
う
や
だ
い
）
刻
石
と
泰
山

刻
石
の
残
石
だ
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。
泰
山
刻
石
は
、
前

二
一
九
年
、
始
皇
帝
が
泰
山

に
登
っ
た
際
に
、
建
立
さ
れ

李
斯
の
書
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
中
国
山
東
省
の
岱
廟

に
置
か
れ
、
た
だ
十
数
字
が

残
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

始
皇
帝
の
文
字
統
一
（
小
篆
）
に
つ
い
て
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書
道
の
学
習
は
、
歴
代
の
名
筆
古
典
の
臨
書
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

唐
代
ま
で
は
、
碑
に
刻
さ
れ
た
も
の
が
大
半
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち

が
臨
書
を
す
る
際
に
は
、
必
ず
、
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
紙
に
写
し

取
っ
た
「
拓
本
」
に
触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
、

白
黒
の
拓
本
を
見
て
、「
碑
か
ら
直
接
写
し
取
る
の
に
、
な
ぜ
文
字
が

反
転
し
て
い
な
い
の
か
」
と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
木
版
印
刷
で
は
、
版
が
反
転
さ
れ
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
不
思
議
に

感
じ
る
よ
う
で
す
。）

そ
こ
で
、
今
回
は
、「
拓
本
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

「
拓
本
」
と
は

書
の
古
典
に
は
、
紙
、
布
、
木
、
竹
な
ど
に
書
か
れ
た
真
蹟
（
肉
筆
）

の
ほ
か
、
石
や
木
に
刻
さ
れ
た
り
、
金
属
に
鋳
込
ま
れ
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
手
本
や
鑑
賞
の
為
に
、
紙
に
写
し
取
っ
た
も
の

を
拓
本
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
碑
な
ど
の
全
体
を
拓
本
に
採
っ
た
も

の
を
全
拓
ま
た
は
全
榻
（
ぜ
ん
と
う
）
と
い
い
、
そ
れ
を
一
行
ご
と

に
切
っ
て
、
装
丁
し
た
も
の
を
剪
装
本
（
せ
ん
そ
う
ぼ
ん
）
と
い
い

ま
す
。

「
孔
子
廟
堂
碑（
こ
う
し
び
ょ
う
ど
う
ひ
）」の
全
榻
本

「
孔
子
廟
堂
碑（
こ
う
し
び
ょ
う
ど
う
ひ
）」の
剪
装
本（
法
帖
）

初
級
コ
ー
ス
①
楷
書
の
第
一
回
で
学
習
す
る

「
玄
妙
」
は
、
こ
の
中
の
た
っ
た
二
文
字
で
す
。

（
も
っ
と
虞
世
南
を
学
び
た
い
人
は
全
部
臨
書
を

お
す
す
め
し
ま
す
）
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採
拓
風
景
＝
表
紙
の
「
桂
海
碑
林
」
よ
り

拓
本
に
は
、
湿
拓
と
乾
拓
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
湿
拓
で
、
そ
の
方
法
は
、
画
仙
紙
や
綿
紙
を
被
写
物
の
上
に
の
せ
、
水
を
刷
い

て
密
着
さ
せ
、
半
ば
乾
い
て
か
ら
、
上
か
ら
墨
汁
を
湿
し
た
タ
ン
ポ
で
叩
き
ま
す
。
コ
ピ
ー
や
写
真
技
術
が
な
か
っ
た
時
代
の
複
写
技
術

の
一
種
で
、
資
料
の
保
存
、
書
道
を
学
ぶ
た
め
の
手
本
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
枚
一
枚
が
手
作
業
で
作
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
拓
本
自
体
を
鑑
賞
す
る
風
潮
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
拓
本
」
に
つ
い
て

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

1234

5678

全
榻
本
は
、
碑
の
全
体
の
雰
囲
気
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
も
の

は
鑑
賞
や
手
本
に
す
る
の
に
不
向
き
で
す
。
そ
こ
で
、
冊
子
（
法
帖
）
の
形
に
す

る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
元
の
雰
囲
気
が
異
な
る
の
で
学
習
の

際
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

全
榻
本

法
帖

p.1p.2

p.3p.4

＊
出
来
立
て
の
拓
本
の
裏
側
。
石
に
刻
ま
れ
た
凹
部
分

が
、
は
っ
き
り
と
残
り
立
体
的
で
す
。

＊
お
稽
古
で
は
、
原
本
を
見
て
臨
書
す
る
よ
う
に
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
、

半
紙
臨
書
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、
同
等
サ
イ
ズ
の
肉
筆
の
お
手
本
を
見
て
書
き
写

し
て
い
て
は
、
拡
大
肉
筆
手
本
の
あ
る
も
の
し
か
書
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り

ま
す
。
書
道
（
臨
書
学
習
）
を
続
け
る
た
め
に
は
、
手
本
と
な
る
古
典
が
必
要
と
な
り
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
、
拓
本
法
帖
の
形
態
で
あ
り
、
こ
れ
に
臨
ん
で
書
き
写
す
力
を
身
に

つ
け
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

タ
ン
ポ
を
使
っ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
何
度
も
墨
を
の
せ
て

い
き
ま
す
。
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人
名
・
王
羲
之(

お
う
ぎ
し307?-365?)

作
品
名
・「
蘭
亭
序(

神
龍
半
印
本)

」

（
ら
ん
て
い
じ
ょ
・
し
ん
り
ゅ
う
は
ん
い
ん
ぼ
ん
）

王
羲
之
が
、
永
和
九
年
に
蘭
亭
で
開
か
れ
た
「
曲
水
の
宴
」

に
つ
い
て
書
い
た
序
文
の
草
稿
（
下
書
き
）。

全
体
は
、
二
八
行
で
三
二
四
文
字
書
か
れ
、
書
道
史
上
の

最
高
傑
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。

初
級
コ
ー
ス
の
流
れ
・
そ
の
②
行
書

 「
初
級
コ
ー
ス
①
漢
字
・
楷
書
」
を
終
了
さ
れ
た
方
は
、
漢
字
の
行
書
を
学
習
し
ま
す
。

行
書
で
は
、
書
道
史
上
、
最
も
重
要
な
古
典
で
あ
る
、
王
羲
之
（
お
う
ぎ
し
）
の

「
蘭
亭
序
」
と
空
海
（
く
う
か
い
）
の
「
風
信
帖
」
を
臨
書
し
ま
す
。

初
級
コ
ー
ス
②
漢
字
・
行
書
の
説
明

 

■
行
書
の
特
徴

行
書
は
、
一
字
中
の
線
が
繋
が
っ
た
り
、
省
略
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
表
現
は
、

楷
書
に
近
い
も
の
か
ら
、
草
書
に
近
い
も
の
ま
で
幅
広
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
味
わ
い
な
が
ら
、
行
書
の
筆
使
い
や
造
形
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

 

■
各
古
典
の
特
徴

王
羲
之(

お
う
ぎ
し307?-365?)

「
蘭
亭
序(

神
龍
半
印
本)

・
王
羲
之
は
長
い
書
道
史
上
で
最
も
重
要
な
人
物
で
す
。
筆
で
文
字
を
書
く
こ
と
の

自
然
な
美
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

空
海(

く
う
か
い774-835)

「
風
信
帖
（
ふ
う
し
ん
じ
ょ
う
）」(

第
一
通)

・
空
海
は
日
本
で
も
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
書
道
史
上
で
最
も

漢
字
を
よ
く
し
た
重
要
な
人
物
で
す
。

＊
各
課
題
の
全
体
像

永
和
九
年

p.5p.6

歳
在
癸
丑

暮
春
之
初

臨
書
例

「蘭亭序 ( 神龍半印本 )」

「風信帖」

＊
王
羲
之
の
真
筆
は
現
存
せ
ず
「
神
龍
半
印
本
」

は
唐
代
の
馮
承
素
（
ふ
う
し
ょ
う
そ
）
の
模
本

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト

文
字
を
書
く
時
の
筆
の
自
然
な
動
き
を
意
識
し
て
臨
書
し

ま
し
ょ
う
。

人
名
・
空
海(

く
う
か
い774-835)

作
品
名
・「
風
信
帖
（
ふ
う
し
ん
じ
ょ
う
）」(

第
一
通)

空
海
が
最
澄
に
宛
て
た
手
紙
（
全
部
で
三
通
）。
全
体
は
、

一
五
行
で
一
二
三
文
字
書
か
れ
、
日
本
の
名
筆
中
第
一
と

言
わ
れ
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト

線
の
太
細
の
変
化
を
意
識
し
て
臨
書
し
ま
し
ょ
う
。

＊
半
紙
に
四
文
字
も
し
く
は
、
六
文
字
ず
つ
臨
書
し
ま
す
。

基
本
的
に
課
題
通
り
に
進
め
て
頂
き
ま
す
が
、
ご
自
身
で

最
後
ま
で
ど
ん
ど
ん
練
習
す
る
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。


